
日本天文学会2024年春季年会

V227a 高感度太陽紫外線分光観測衛星SOLAR-C:プロジェクト最新状況 (2024年春)
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高感度太陽紫外線分光観測衛星 SOLAR-Cは、公募型小型 4号機として 2028年度打上げを目指し準備を進め
る衛星ミッション計画である。SOLAR-Cは、近年の太陽物理学の進展を踏まえ、エネルギー注入と解放の間で
エネルギーや物質がどう太陽大気中で輸送され、またエネルギー解放の現場で起きていることを診断することで、
太陽大気・太陽風の形成やフレア・プラズマ噴出における振る舞いの仕組みやその背景にある基礎物理過程の理
解を目指す。この達成のために、極紫外線高感度分光望遠鏡 (EUVST)を搭載し、太陽同期極軌道から太陽外層大
気を観測する。EUVSTは、彩層からコロナ・フレアプラズマまで 3桁以上にわたる温度領域を隙間なくカバーで
きる広い波長帯域を観測し、かつ 10-30倍の感度向上により高空間・高時間分解能で観測現象に追随できる能力を
持つ。日本を中心に米国および欧州諸国が開発に参画し EUVSTを開発する。2022年 12月のシステム要求審査
(SRR)、その後予備設計検討を実施し、予稿投稿時点でシステム定義審査 (SDR)を受審中である。また、EUVST
望遠鏡は、BBM品開発が進み、打上げ開発工程を維持するために先行着手確認会 (8月)を経て主鏡硝材や電子
部品などの長納期部品の調達や一部基本設計に着手済みである。ロケット搭載可能な質量への適合など後を続く
ミッション計画にも参考になりうるレッスンズ・ラーンドが得られており、その一部についても紹介する。


